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改
正
の
対
象
は
ど
の
よ
う

な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
か
。

　
改
正
で
対
象
と
な
る
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
共
同
生

活
介
護
（
ケ
ア
ホ
ー
ム
）
及

び
共
同
生
活
援
助
（
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
）
で
あ
る
。

　
今
回
の
改
正
で
基
準
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
た
か
。

　
３
月
補
正
編
成
の
理
由
は
。

　
事
業
費
の
精
算
に
伴
う
計

上
の
ほ
か
、
国
の
経
済
対
策

の
た
め
の
補
正
予
算
を
積
極

的
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
て

補
正
予
算
を
編
成
す
る
こ
と

と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
国
補
正
第
１
号
の
内
容
は
。

　
競
争
力
強
化
、
女
性
・
若

者
・
高
齢
者
・
障
害
者
へ
の

支
援
、
防
災
・
安
全
対
策
の

加
速
、
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
時
の
低
所
得
者
へ
の
影
響

緩
和
や
駆
け
込
み
需
要
と
反

動
減
の
緩
和
等
を
具
体
的
施

策
と
し
て
お
り
、
補
正
規
模

は
約
５
兆
５
千
億
円
で
あ
る
。

　
小
中
学
校
大
規
模
改
造
工

事
の
改
修
内
容
と
対
象
校
は
。

　
大
規
模
改
造
工
事
の
内
容

は
、
外
壁
や
屋
上
防
水
の
改

修
、
内
部
の
床
・
壁
・
天
井

等
の
改
修
に
加
え
、
改
善
要

望
が
多
い
ト
イ
レ
の
改
修
を

行
う
。
対
象
校
は
、
小
学
校

２
校
（
牛
子
小
・
福
原
小
）
、

中
学
校
２
校
（
城
南
中
・
寺

尾
中
）
の
４
校
で
実
施
す
る
。

　
基
金
繰
入
金
を
減
額
し
て

い
る
が
ど
の
よ
う
な
理
由
に

よ
る
も
の
か
。

　
当
初
、
財
政
調
整
基
金
か

ら
の
繰
入
れ
を
予
定
し
て
い

た
が
、
予
算
に
未
計
上
の
前

年
度
剰
余
金
や
事
業
の
精
算

等
に
よ
り
財
源
が
生
じ
た
た

め
、
同
基
金
か
ら
の
繰
入
金

12
億
６
９
４
８
万
円
全
額
を

減
額
す
る
こ
と
と
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
小
中
学
校
大
規
模
改
造
に

つ
い
て
、
国
に
お
け
る
交
付

金
の
予
算
措
置
が
、
市
の
事

業
推
進
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

　
補
正
予
算
に
計
上
し
た
小

中
学
校
大
規
模
改
造
は
、
国

　
　
　（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

　
川
越
市
で
は
、
給
食
費
の

滞
納
者
に
対
し
て
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
対
処
が
な
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　
未
納
通
知
の
送
付
、
電
話

催
告
、
臨
宅
徴
収
、
個
人
面

談
、
保
護
者
の
申
し
出
に
よ

る
児
童
手
当
か
ら
の
学
校
給

食
費
へ
の
充
当
、
法
的
措
置

を
前
提
と
し
た
収
納
対
策
室

へ
の
債
権
回
収
の
移
管
等
を

実
施
し
て
い
る
。

　
今
回
、
訴
え
を
提
起
す
る

に
至
っ
た
理
由
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　
こ
れ
ま
で
の
催
告
等
で
は

接
触
が
図
れ
な
い
、
納
付
の

約
束
が
履
行
さ
れ
な
い
等
の

滞
納
者
を
抽
出
し
「
催
告
書
」

等
を
送
付
。
反
応
の
な
か
っ

た
滞
納
者
の
債
権
回
収
を
収

納
対
策
室
に
移
管
し
た
結
果
、

今
回
の
訴
え
の
案
件
を
除
き
、

接
触
を
図
る
こ
と
が
で
き
た

が
、
今
回
の
案
件
は
接
触
を

図
る
こ
と
が
で
き
ず
、
法
的

措
置
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い

状
況
と
な
っ
た
。

の
指
定
共
同
生
活
介
護
と
同

様
の
基
準
と
し
た
。

　
国
の
基
準
と
異
な
る
独
自

基
準
を
定
め
な
い
理
由
は
。

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低

　
指
定
共
同
生
活
援
助
に
つ

い
て
は
、
現
行
の
指
定
共
同

生
活
介
護
と
同
様
の
基
準
と

し
た
。
ま
た
、
外
部
サ
ー
ビ

ス
利
用
型
指
定
共
同
生
活
援

助
は
、
基
本
的
に
現
行
の
指

定
共
同
生
活
援
助
と
同
様
の

基
準
と
し
た
が
、
世
話
人
の

配
置
基
準
に
つ
い
て
は
現
行

答 問

ッ
ク
開
催
に
向
け
、
各
団
体

や
市
民
の
皆
様
と
の
こ
れ
ま

で
の
つ
な
が
り
を
最
大
限
生

か
し
、
協
働
や
連
携
を
更
に

進
め
て
い
き
た
い
。

　
あ
け
ぼ
の
・
ひ
か
り
児
童

園
の
移
転
改
築
予
定
と
関
係

者
の
要
望
把
握
方
法
は
。

　
移
転
用
地
を
今
年
度
中
に

決
定
し
、
来
年
度
は
測
量
や

基
本
設
計
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。
要
望
に
つ
い
て

は
、
市
長
と
利
用
者
の
懇
談

会
や
意
向
調
査
を
実
施
し
て

き
た
が
、
今
後
も
利
用
者
や

現
場
の
職
員
、
専
門
家
等
の

意
見
を
尊
重
し
、
よ
り
良
い

施
設
を
整
備
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

答答

力
」
の
一
つ
で
あ
る
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
育

成
に
向
け
、
学
力
向
上
プ
ラ

ン
の
策
定
を
準
備
し
て
い
る
。

目
指
す
子
ど
も
像
を
「
志
を

高
く
も
ち
、
自
ら
学
び
考
え

行
動
す
る
子
ど
も
」
と
し
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
に
理
解

い
た
だ
き
、
市
内
全
校
で
、

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と

し
て
の
人
づ
く
り
の
プ
ロ
セ

ス
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
ひ
と
づ
く
り
の
具
体
的
な

方
法
と
し
て
、
次
期
総
合
計

画
策
定
過
程
に
お
い
て
さ
ま

ざ
ま
な
手
法
に
よ
り
、
幅
広

い
世
代
の
市
民
参
加
を
図
っ

て
い
く
。
ま
た
、
オ
リ
ン
ピ

問問問

問

答答

下
、
事
業
者
へ
の
過
度
な
負

担
、
運
営
状
況
等
を
勘
案
し

て
、
国
の
基
準
と
異
な
る
基

準
を
定
め
る
特
段
の
事
情
が

な
い
た
め
で
あ
る
。

　
新
河
岸
駅
周
辺
地
区
地
区

計
画
の
内
容
は
。

　
当
地
区
内
を
そ
れ
ぞ
れ
の

特
性
に
応
じ
６
つ
の
ブ
ロ
ッ

ク
に
区
分
し
、
土
地
利
用
の

方
針
等
の
ほ
か
、
用
途
の
制

限
、
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
、

壁
面
の
位
置
等
の
建
築
物
等

に
関
す
る
事
項
と
、
地
区
施

設
と
し
て
区
画
道
路
や
広
場

等
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
駅
周
辺
地
区
条
例
理
由
は
。

　
当
地
区
は
、
土
地
区
画
整

理
事
業
に
代
わ
り
、
地
区
計

画
制
度
を
活
用
し
て
市
街
地

整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
条
例
化
し
、
建
築
確

認
に
お
い
て
も
審
査
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
公
平
な
運
用

と
実
効
性
を
高
め
る
効
果
が

期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
移
行

の
地
区
整
備
事
業
の
内
容
は
。

　
骨
格
道
路
や
橋
上
駅
舎
化

整
備
に
加
え
、
地
区
計
画
や

準
防
火
指
定
を
行
い
、
よ
り

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

問答問答 答問

　
高
階
土
地
区
画
整
備
事
業

か
ら
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
方

式
に
転
換
し
た
理
由
を
問
う
。

　
当
区
域
は
、
昭
和
42
年
に

都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
が
、

そ
の
う
ち
駅
周
辺
地
区
の
約

72
・
５
ha
に
つ
い
て
は
、
事

業
に
至
ら
な
い
ま
ま
宅
地
開

発
が
進
ん
で
き
た
。
こ
の
よ

う
な
中
、
住
民
要
望
の
強
い
、

駅
を
中
心
と
し
た
東
西
の
骨

格
道
路
の
整
備
と
全
体
区
域

の
課
題
を
早
期
に
解
消
す
る

た
め
、
昨
年
12
月
に
「
新

河
岸
駅
周
辺
地
区
地
区
整
備

計
画
」
を
策
定
、
こ
れ
に
基

づ
く
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

も
の
で
あ
る
。

　
新
河
岸
駅
周
辺
地
区
整
備

事
業
72
・
５
ha
の
今
後
の
整

備
に
つ
い
て
問
う
。

　
雨
水
対
策
を
含
め
た
道
路

整
備
、
公
園
等
の
整
備
、
消

防
活
動
困
難
区
域
や
未
接
道

敷
地
の
解
消
、
災
害
時
に
お

け
る
避
難
路
の
確
保
、
駅
南

側
の
踏
切
周
辺
の
交
通
対
策

を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

問問 答答

議
案
第
14
号

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
人
員
・
設
備
・
運
営
基
準
条
例
の
一
部
改
正

【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
20
号

川
越
駅
東
口
公
共
地
下
駐
車
場
条
例
の
一
部
改
正

【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
22
号

地
区
計
画
区
域
内
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
や
ま
ぶ
き
会
】【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
28
号

市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

【
公
明
党
】

議
案
第
34
号

市
立
川
越
高
等
学
校
授
業
料
等
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

【
公
明
党
】【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
37
号

訴

え
の
提

起

【
自
民
無
所
属
ク
ラ
ブ
】

議
案
第
39
号

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

【
や
ま
ぶ
き
会
】【
公
明
党
】【
日
本
共
産
党
】

所
得
割
額
の
合
計
が
30
万
４

２
０
０
円
を
基
準
と
し
て
就

学
支
援
金
の
受
給
の
可
否
を

決
定
す
る
。
支
給
額
は
公
立

高
等
学
校
は
年
額
11
万
８
８

０
０
円
で
あ
る
。

　
就
学
支
援
金
を
申
請
す
る

際
、
所
得
の
把
握
が
必
要
と

な
る
が
、
個
人
情
報
と
な
る

書
類
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱

　
今
回
の
条
例
改
正
の
基
と

な
る
就
学
支
援
金
の
法
改
正

の
内
容
と
そ
の
支
給
額
は
。

　
公
立
高
等
学
校
授
業
料
無

償
制
を
見
直
し
所
得
制
限
の

導
入
に
よ
り
、
捻
出
し
た
財

源
で
、
低
所
得
世
帯
へ
の
支

援
の
充
実
や
公
私
間
格
差
の

是
正
等
を
図
る
と
さ
れ
て
い

る
。
保
護
者
の
市
町
村
民
税

答

問答問答問答

問問 答答

度
判
定
時
に
加
点
す
る
よ
う

優
遇
し
て
い
る
。

　
入
居
決
定
後
、
Ｄ
Ｖ
防
止

法
被
害
者
の
置
か
れ
て
い
る

立
場
か
ら
、
連
帯
保
証
人
２

名
の
連
署
は
難
し
い
と
思
わ

れ
る
が
、
配
慮
は
な
さ
れ
る

の
か
。

　
国
交
省
よ
り
、
連
帯
保
証

人
の
連
署
を
必
要
と
し
な
い

よ
う
可
能
な
限
り
弾
力
的
に

運
用
す
る
よ
う
配
慮
す
る
旨

の
通
知
が
あ
り
、
連
署
を
要

し
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
条
例
の
改
正
概
要
を
伺
い

た
い
。

　
改
正
Ｄ
Ｖ
防
止
法
が
Ｄ
Ｖ

被
害
者
の
適
用
範
囲
を
事
実

婚
な
ど
か
ら
生
活
の
本
拠
を

共
に
す
る
交
際
相
手
等
に
拡

大
し
た
こ
と
か
ら
、
法
改
正

の
趣
旨
に
基
づ
き
適
用
範
囲

を
拡
大
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
Ｄ
Ｖ
被
害
者
と
い
う
こ
と

で
何
ら
か
の
優
遇
措
置
は
な

い
の
か
。

　
定
期
募
集
時
に
応
募
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
住
宅
困
窮

問問

　
消
費
税
率
５
％
か
ら
８
％

の
引
き
上
げ
に
伴
う
改
正
だ

が
、
市
民
生
活
が
苦
し
い
中

増
税
に
よ
り
、
駐
車
場
利
用

者
に
負
担
が
か
か
る
こ
と
に

つ
い
て
市
の
考
え
を
問
う
。

　
駐
車
場
利
用
者
に
と
っ
て
、

負
担
が
増
え
る
こ
と
と
な
る

が
、
消
費
税
の
円
滑
か
つ
適

正
な
転
嫁
を
図
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
施
行
日
が
平
成
26
年
４
月

１
日
だ
が
、
市
民
・
利
用
者

へ
の
周
知
に
つ
い
て
問
う
。

　
料
金
改
定
日
と
改
定
後
の

料
金
に
つ
い
て
「
議
決
い
た

だ
い
た
場
合
の
予
定
」
で
あ

る
旨
の
注
釈
を
つ
け
た
上
で
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
駐
車
場

内
の
案
内
ポ
ス
タ
ー
に
よ
り
、

議
案
を
上
程
し
た
２
月
25
日

に
周
知
し
た
。
ま
た
、
回
数

券
の
大
口
購
入
者
等
へ
も
書

面
に
よ
り
同
様
の
案
内
を
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
１
か
月

余
の
周
知
期
間
が
設
け
ら
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

答 問問答

ＣＡＴＶ録画放送のお知らせ

放映時間と放送ｃｈが４月１日より変わりました。
・放送時間:午前11時～午後1時
・放送ｃｈ:ＪＣＮ関東 地上デジタル111ｃｈ
・次回予定:日程が決まり次第、川越市議会ＨＰ等で
お知らせします。

答答 問

問問 答

う
の
か
。

　
生
徒
・
保
護
者
が
就
学
支

援
金
の
支
給
を
申
請
す
る
際

に
は
、
文
科
省
、
埼
玉
県
教

委
か
ら
の
指
示
に
よ
り
、
必

要
書
類
を
入
れ
る
た
め
の
専

用
封
筒
に
封
を
し
て
学
校
に

提
出
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
親
の
所
得
に
よ
り
差
別
さ

れ
る
こ
と
は
、
憲
法
26
条
や

教
育
基
本
法
４
条
と
矛
盾
し

て
い
る
と
考
え
る
が
、
一
部

の
生
徒
か
ら
授
業
料
を
徴
収

す
る
こ
と
に
対
し
て
教
育
委

員
会
の
見
解
を
問
う
。

　
平
成
22
年
度
か
ら
公
立
高

等
学
校
で
実
施
さ
れ
て
き
た

授
業
料
不
徴
収
制
度
は
、
高

等
学
校
教
育
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
と
教
育
の
機
会
均
等

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
が
、
低
所
得
世
帯
の

生
徒
は
教
科
書
費
等
高
等
学

校
教
育
に
必
要
な
経
済
的
負

担
が
十
分
に
軽
減
さ
れ
て
お

ら
ず
、
特
に
私
立
高
等
学
校

に
通
学
す
る
生
徒
は
授
業
料

を
中
心
に
負
担
が
大
き
い
状

況
に
あ
っ
た
と
推
察
す
る
。

こ
の
た
め
高
等
学
校
教
育
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
適
正

に
行
い
、
低
所
得
者
支
援
や

公
私
間
格
差
の
是
正
を
目
的

と
し
た
今
回
の
法
改
正
に
は

一
定
の
評
価
を
し
て
い
る
。

問 答問 答答

問答
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改
正
の
対
象
は
ど
の
よ
う

な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
か
。

　
改
正
で
対
象
と
な
る
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
共
同
生

活
介
護
（
ケ
ア
ホ
ー
ム
）
及

び
共
同
生
活
援
助
（
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
）
で
あ
る
。

　
今
回
の
改
正
で
基
準
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
た
か
。

　
３
月
補
正
編
成
の
理
由
は
。

　
事
業
費
の
精
算
に
伴
う
計

上
の
ほ
か
、
国
の
経
済
対
策

の
た
め
の
補
正
予
算
を
積
極

的
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
て

補
正
予
算
を
編
成
す
る
こ
と

と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
国
補
正
第
１
号
の
内
容
は
。

　
競
争
力
強
化
、
女
性
・
若

者
・
高
齢
者
・
障
害
者
へ
の

支
援
、
防
災
・
安
全
対
策
の

加
速
、
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
時
の
低
所
得
者
へ
の
影
響

緩
和
や
駆
け
込
み
需
要
と
反

動
減
の
緩
和
等
を
具
体
的
施

策
と
し
て
お
り
、
補
正
規
模

は
約
５
兆
５
千
億
円
で
あ
る
。

　
小
中
学
校
大
規
模
改
造
工

事
の
改
修
内
容
と
対
象
校
は
。

　
大
規
模
改
造
工
事
の
内
容

は
、
外
壁
や
屋
上
防
水
の
改

修
、
内
部
の
床
・
壁
・
天
井

等
の
改
修
に
加
え
、
改
善
要

望
が
多
い
ト
イ
レ
の
改
修
を

行
う
。
対
象
校
は
、
小
学
校

２
校
（
牛
子
小
・
福
原
小
）
、

中
学
校
２
校
（
城
南
中
・
寺

尾
中
）
の
４
校
で
実
施
す
る
。

　
基
金
繰
入
金
を
減
額
し
て

い
る
が
ど
の
よ
う
な
理
由
に

よ
る
も
の
か
。

　
当
初
、
財
政
調
整
基
金
か

ら
の
繰
入
れ
を
予
定
し
て
い

た
が
、
予
算
に
未
計
上
の
前

年
度
剰
余
金
や
事
業
の
精
算

等
に
よ
り
財
源
が
生
じ
た
た

め
、
同
基
金
か
ら
の
繰
入
金

12
億
６
９
４
８
万
円
全
額
を

減
額
す
る
こ
と
と
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
小
中
学
校
大
規
模
改
造
に

つ
い
て
、
国
に
お
け
る
交
付

金
の
予
算
措
置
が
、
市
の
事

業
推
進
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

　
補
正
予
算
に
計
上
し
た
小

中
学
校
大
規
模
改
造
は
、
国

　
　
　（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

　
川
越
市
で
は
、
給
食
費
の

滞
納
者
に
対
し
て
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
対
処
が
な
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　
未
納
通
知
の
送
付
、
電
話

催
告
、
臨
宅
徴
収
、
個
人
面

談
、
保
護
者
の
申
し
出
に
よ

る
児
童
手
当
か
ら
の
学
校
給

食
費
へ
の
充
当
、
法
的
措
置

を
前
提
と
し
た
収
納
対
策
室

へ
の
債
権
回
収
の
移
管
等
を

実
施
し
て
い
る
。

　
今
回
、
訴
え
を
提
起
す
る

に
至
っ
た
理
由
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　
こ
れ
ま
で
の
催
告
等
で
は

接
触
が
図
れ
な
い
、
納
付
の

約
束
が
履
行
さ
れ
な
い
等
の

滞
納
者
を
抽
出
し
「
催
告
書
」

等
を
送
付
。
反
応
の
な
か
っ

た
滞
納
者
の
債
権
回
収
を
収

納
対
策
室
に
移
管
し
た
結
果
、

今
回
の
訴
え
の
案
件
を
除
き
、

接
触
を
図
る
こ
と
が
で
き
た

が
、
今
回
の
案
件
は
接
触
を

図
る
こ
と
が
で
き
ず
、
法
的

措
置
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い

状
況
と
な
っ
た
。

の
指
定
共
同
生
活
介
護
と
同

様
の
基
準
と
し
た
。

　
国
の
基
準
と
異
な
る
独
自

基
準
を
定
め
な
い
理
由
は
。

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低

　
指
定
共
同
生
活
援
助
に
つ

い
て
は
、
現
行
の
指
定
共
同

生
活
介
護
と
同
様
の
基
準
と

し
た
。
ま
た
、
外
部
サ
ー
ビ

ス
利
用
型
指
定
共
同
生
活
援

助
は
、
基
本
的
に
現
行
の
指

定
共
同
生
活
援
助
と
同
様
の

基
準
と
し
た
が
、
世
話
人
の

配
置
基
準
に
つ
い
て
は
現
行

答 問

ッ
ク
開
催
に
向
け
、
各
団
体

や
市
民
の
皆
様
と
の
こ
れ
ま

で
の
つ
な
が
り
を
最
大
限
生

か
し
、
協
働
や
連
携
を
更
に

進
め
て
い
き
た
い
。

　
あ
け
ぼ
の
・
ひ
か
り
児
童

園
の
移
転
改
築
予
定
と
関
係

者
の
要
望
把
握
方
法
は
。

　
移
転
用
地
を
今
年
度
中
に

決
定
し
、
来
年
度
は
測
量
や

基
本
設
計
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。
要
望
に
つ
い
て

は
、
市
長
と
利
用
者
の
懇
談

会
や
意
向
調
査
を
実
施
し
て

き
た
が
、
今
後
も
利
用
者
や

現
場
の
職
員
、
専
門
家
等
の

意
見
を
尊
重
し
、
よ
り
良
い

施
設
を
整
備
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

答答

力
」
の
一
つ
で
あ
る
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
育

成
に
向
け
、
学
力
向
上
プ
ラ

ン
の
策
定
を
準
備
し
て
い
る
。

目
指
す
子
ど
も
像
を
「
志
を

高
く
も
ち
、
自
ら
学
び
考
え

行
動
す
る
子
ど
も
」
と
し
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
に
理
解

い
た
だ
き
、
市
内
全
校
で
、

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と

し
て
の
人
づ
く
り
の
プ
ロ
セ

ス
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
ひ
と
づ
く
り
の
具
体
的
な

方
法
と
し
て
、
次
期
総
合
計

画
策
定
過
程
に
お
い
て
さ
ま

ざ
ま
な
手
法
に
よ
り
、
幅
広

い
世
代
の
市
民
参
加
を
図
っ

て
い
く
。
ま
た
、
オ
リ
ン
ピ

問問問

問

答答

下
、
事
業
者
へ
の
過
度
な
負

担
、
運
営
状
況
等
を
勘
案
し

て
、
国
の
基
準
と
異
な
る
基

準
を
定
め
る
特
段
の
事
情
が

な
い
た
め
で
あ
る
。

　
新
河
岸
駅
周
辺
地
区
地
区

計
画
の
内
容
は
。

　
当
地
区
内
を
そ
れ
ぞ
れ
の

特
性
に
応
じ
６
つ
の
ブ
ロ
ッ

ク
に
区
分
し
、
土
地
利
用
の

方
針
等
の
ほ
か
、
用
途
の
制

限
、
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
、

壁
面
の
位
置
等
の
建
築
物
等

に
関
す
る
事
項
と
、
地
区
施

設
と
し
て
区
画
道
路
や
広
場

等
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
駅
周
辺
地
区
条
例
理
由
は
。

　
当
地
区
は
、
土
地
区
画
整

理
事
業
に
代
わ
り
、
地
区
計

画
制
度
を
活
用
し
て
市
街
地

整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
条
例
化
し
、
建
築
確

認
に
お
い
て
も
審
査
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
公
平
な
運
用

と
実
効
性
を
高
め
る
効
果
が

期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
移
行

の
地
区
整
備
事
業
の
内
容
は
。

　
骨
格
道
路
や
橋
上
駅
舎
化

整
備
に
加
え
、
地
区
計
画
や

準
防
火
指
定
を
行
い
、
よ
り

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

問答問答 答問

　
高
階
土
地
区
画
整
備
事
業

か
ら
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
方

式
に
転
換
し
た
理
由
を
問
う
。

　
当
区
域
は
、
昭
和
42
年
に

都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
が
、

そ
の
う
ち
駅
周
辺
地
区
の
約

72
・
５
ha
に
つ
い
て
は
、
事

業
に
至
ら
な
い
ま
ま
宅
地
開

発
が
進
ん
で
き
た
。
こ
の
よ

う
な
中
、
住
民
要
望
の
強
い
、

駅
を
中
心
と
し
た
東
西
の
骨

格
道
路
の
整
備
と
全
体
区
域

の
課
題
を
早
期
に
解
消
す
る

た
め
、
昨
年
12
月
に
「
新

河
岸
駅
周
辺
地
区
地
区
整
備

計
画
」
を
策
定
、
こ
れ
に
基

づ
く
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

も
の
で
あ
る
。

　
新
河
岸
駅
周
辺
地
区
整
備

事
業
72
・
５
ha
の
今
後
の
整

備
に
つ
い
て
問
う
。

　
雨
水
対
策
を
含
め
た
道
路

整
備
、
公
園
等
の
整
備
、
消

防
活
動
困
難
区
域
や
未
接
道

敷
地
の
解
消
、
災
害
時
に
お

け
る
避
難
路
の
確
保
、
駅
南

側
の
踏
切
周
辺
の
交
通
対
策

を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

問問 答答

議
案
第
14
号

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
人
員
・
設
備
・
運
営
基
準
条
例
の
一
部
改
正

【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
20
号

川
越
駅
東
口
公
共
地
下
駐
車
場
条
例
の
一
部
改
正

【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
22
号

地
区
計
画
区
域
内
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
や
ま
ぶ
き
会
】【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
28
号

市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

【
公
明
党
】

議
案
第
34
号

市
立
川
越
高
等
学
校
授
業
料
等
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

【
公
明
党
】【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
37
号

訴

え
の
提

起

【
自
民
無
所
属
ク
ラ
ブ
】

議
案
第
39
号

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

【
や
ま
ぶ
き
会
】【
公
明
党
】【
日
本
共
産
党
】

所
得
割
額
の
合
計
が
30
万
４

２
０
０
円
を
基
準
と
し
て
就

学
支
援
金
の
受
給
の
可
否
を

決
定
す
る
。
支
給
額
は
公
立

高
等
学
校
は
年
額
11
万
８
８

０
０
円
で
あ
る
。

　
就
学
支
援
金
を
申
請
す
る

際
、
所
得
の
把
握
が
必
要
と

な
る
が
、
個
人
情
報
と
な
る

書
類
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱

　
今
回
の
条
例
改
正
の
基
と

な
る
就
学
支
援
金
の
法
改
正

の
内
容
と
そ
の
支
給
額
は
。

　
公
立
高
等
学
校
授
業
料
無

償
制
を
見
直
し
所
得
制
限
の

導
入
に
よ
り
、
捻
出
し
た
財

源
で
、
低
所
得
世
帯
へ
の
支

援
の
充
実
や
公
私
間
格
差
の

是
正
等
を
図
る
と
さ
れ
て
い

る
。
保
護
者
の
市
町
村
民
税

答

問答問答問答

問問 答答

度
判
定
時
に
加
点
す
る
よ
う

優
遇
し
て
い
る
。

　
入
居
決
定
後
、
Ｄ
Ｖ
防
止

法
被
害
者
の
置
か
れ
て
い
る

立
場
か
ら
、
連
帯
保
証
人
２

名
の
連
署
は
難
し
い
と
思
わ

れ
る
が
、
配
慮
は
な
さ
れ
る

の
か
。

　
国
交
省
よ
り
、
連
帯
保
証

人
の
連
署
を
必
要
と
し
な
い

よ
う
可
能
な
限
り
弾
力
的
に

運
用
す
る
よ
う
配
慮
す
る
旨

の
通
知
が
あ
り
、
連
署
を
要

し
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
条
例
の
改
正
概
要
を
伺
い

た
い
。

　
改
正
Ｄ
Ｖ
防
止
法
が
Ｄ
Ｖ

被
害
者
の
適
用
範
囲
を
事
実

婚
な
ど
か
ら
生
活
の
本
拠
を

共
に
す
る
交
際
相
手
等
に
拡

大
し
た
こ
と
か
ら
、
法
改
正

の
趣
旨
に
基
づ
き
適
用
範
囲

を
拡
大
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
Ｄ
Ｖ
被
害
者
と
い
う
こ
と

で
何
ら
か
の
優
遇
措
置
は
な

い
の
か
。

　
定
期
募
集
時
に
応
募
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
住
宅
困
窮

問問

　
消
費
税
率
５
％
か
ら
８
％

の
引
き
上
げ
に
伴
う
改
正
だ

が
、
市
民
生
活
が
苦
し
い
中

増
税
に
よ
り
、
駐
車
場
利
用

者
に
負
担
が
か
か
る
こ
と
に

つ
い
て
市
の
考
え
を
問
う
。

　
駐
車
場
利
用
者
に
と
っ
て
、

負
担
が
増
え
る
こ
と
と
な
る

が
、
消
費
税
の
円
滑
か
つ
適

正
な
転
嫁
を
図
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
施
行
日
が
平
成
26
年
４
月

１
日
だ
が
、
市
民
・
利
用
者

へ
の
周
知
に
つ
い
て
問
う
。

　
料
金
改
定
日
と
改
定
後
の

料
金
に
つ
い
て
「
議
決
い
た

だ
い
た
場
合
の
予
定
」
で
あ

る
旨
の
注
釈
を
つ
け
た
上
で
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
駐
車
場

内
の
案
内
ポ
ス
タ
ー
に
よ
り
、

議
案
を
上
程
し
た
２
月
25
日

に
周
知
し
た
。
ま
た
、
回
数

券
の
大
口
購
入
者
等
へ
も
書

面
に
よ
り
同
様
の
案
内
を
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
１
か
月

余
の
周
知
期
間
が
設
け
ら
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

答 問問答

ＣＡＴＶ録画放送のお知らせ

放映時間と放送ｃｈが４月１日より変わりました。
・放送時間:午前11時～午後1時
・放送ｃｈ:ＪＣＮ関東 地上デジタル111ｃｈ
・次回予定:日程が決まり次第、川越市議会ＨＰ等で
お知らせします。

答答 問

問問 答

う
の
か
。

　
生
徒
・
保
護
者
が
就
学
支

援
金
の
支
給
を
申
請
す
る
際

に
は
、
文
科
省
、
埼
玉
県
教

委
か
ら
の
指
示
に
よ
り
、
必

要
書
類
を
入
れ
る
た
め
の
専

用
封
筒
に
封
を
し
て
学
校
に

提
出
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
親
の
所
得
に
よ
り
差
別
さ

れ
る
こ
と
は
、
憲
法
26
条
や

教
育
基
本
法
４
条
と
矛
盾
し

て
い
る
と
考
え
る
が
、
一
部

の
生
徒
か
ら
授
業
料
を
徴
収

す
る
こ
と
に
対
し
て
教
育
委

員
会
の
見
解
を
問
う
。

　
平
成
22
年
度
か
ら
公
立
高

等
学
校
で
実
施
さ
れ
て
き
た

授
業
料
不
徴
収
制
度
は
、
高

等
学
校
教
育
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
と
教
育
の
機
会
均
等

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
が
、
低
所
得
世
帯
の

生
徒
は
教
科
書
費
等
高
等
学

校
教
育
に
必
要
な
経
済
的
負

担
が
十
分
に
軽
減
さ
れ
て
お

ら
ず
、
特
に
私
立
高
等
学
校

に
通
学
す
る
生
徒
は
授
業
料

を
中
心
に
負
担
が
大
き
い
状

況
に
あ
っ
た
と
推
察
す
る
。

こ
の
た
め
高
等
学
校
教
育
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
適
正

に
行
い
、
低
所
得
者
支
援
や

公
私
間
格
差
の
是
正
を
目
的

と
し
た
今
回
の
法
改
正
に
は

一
定
の
評
価
を
し
て
い
る
。

問 答問 答答

問答


